
周
作
人
と
H． 
エ
リ
ス

ー
ー
一
九
二
0
年
代
を
中
心
に

l
l

序

周
作
人
自
身
、
晩
年
の
著
書
『
知
堂
回
想
録
』

で
ハ
プ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス

ハ国
ω
4
0

－onr
開

E
乙
に
「
心
服
す
る
」
理
由
に
つ
い
て
、
『
性
の
心
理
』
ハ
エ
リ

ス
の
著
書
）
が
「
事
実
と
理
論
を
授
け
て
く
れ
る
」
だ
け
で
な
く
、
「
透
徹
し
た

観
照
か
ら
生
ま
れ
た
見
解
や
論
断
」
が
他
の
性
学
の
大
師
に
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
で

①
、
「
道
理
に
叶
い
、
保
守
的
で
も
な
い
し
、
急
進
的
で
も
な
い
と
思
わ
れ
、
私

の
見
る
と
こ
ろ
、
な
か
な
か
中
庸
に
叶
っ
て
い
る
。
」
①
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の

「
中
庸
」
を
説
明
す
る
た
め
、
以
下
の
エ
リ
ス
の
言
葉
を
同
告
で
ご
っ
引
く
。

禁
欲
や
耽
溺
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
者
が
い
る
が
、
そ
の
者
は
生
活
を
す
る

以
前
に
死
ん
で
い
る
の
だ
。

ハ
『
断
言
』
「
論
聖
芳
済
」
〉
②

生
活
の
芸
術
、
そ
の
方
法
は
ひ
と
え
に
取
と
捨
を
微
妙
に
混
合
す
る
こ
と
に

あ
る
。

（
同
上
）
②

ま
た
、
「
素
晴
ら
し
い
人
生
観
で
あ
る
」
と
し
て
次
の
文
章
を
引
く
。

或
る
人
は
私
の
意
見
を
余
り
に
保
守
的
だ
と
し
、
或
る
人
は
余
り
に
過
激
だ

周
作
人
と
H
・エ

p
ス

来U

康
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と
す
る
。
世
に
は
何
時
で
も
過
去
を
つ
か
ま
え
て
放
さ
な
い
人
と
、
自
分
達
の

考
え
る
未
来
を
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
人
が
い
る
。
し
か
し
、
賢
い
人
は
両
者
の

聞
に
立
ち
、
ど
ち
ら
に
も
共
感
し
、
自
分
達
が
永
遠
に
過
渡
期
に
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
。
何
時
で
あ
ろ
う
と
、
現
在
は
単
な
る
交
差
点
で
、
過
去
と
未
来

の
出
会
う
場
で
、
我
々
は
両
者
に
対
し
何
ら
不
満
を
持
つ
わ
け
に
い
か
な
い
。

伝
統
無
く
し
て
世
界
は
無
く
、
活
動
な
く
し
て
生
命
は
無
い
。

（
『
性
心
理
之
研
究
』
政
文
〉
③

こ
れ
ら
が
周
作
人
の
言
う
「
中
庸
」
で
あ
る
。
伊
藤
敬
一
③
は
周
作
人
の
特
徴
と

し
て
「
一
つ
の
方
法
と
し
て
意
識
的
に
二
元
的
な
思
考
方
法
を
駆
使
し
て
い
る
。
」

点
を
指
摘
す
る
が
、
具
体
的
に
は
こ
う
し
た
エ
リ
ス
の
影
響
を
念
頭
に
お
い
て
の

発
言
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
性
へ
の
偏
見
打
破
の
た
め
に
闘
っ
た
エ
リ
ス
自
身
の

言
楽
で
あ
る
事
は
無
論
だ
が
、
周
作
人
は
一
九
二

0
年
代
以
来
、
晩
年
ま
で
幾
度

と
な
く
こ
の
言
葉
を
引
用
す
る
。

エ
リ
ス
の
文
章
の
選
択
・
翻
訳
に
よ
っ
て
自
ら

の
見
解
を
表
明
す
る
手
法
は
周
作
人
自
身
、
意
識
的
に
用
い
た
も
の
で
⑤
、
引
用
・

翻
訳
は
単
な
る
借
り
物
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

エ
リ
九
の
文
章
の
引
用
と

一一一一一



解
釈
の
具
体
的
検
討
が
、
周
作
人
の
文
学
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
る

が
、
従
来
の
周
作
人
研
究
で
は
指
摘
こ
そ
あ
れ
、
具
体
的
な
検
討
は
未
だ
行
わ
れ

て
い
な
い
⑥
。
本
稿
で
は
周
作
人
の
文
学
活
動
の
初
期
に
遡
り
、

エ
リ
ス
の
影
響

が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
定
着
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。

エ
リ
ス
の
影
響
が
『
知
堂
回
想
録
』
と
一
致
す
る
形
で
定
着
し
た
時
期
を
確
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
だ
が
、
周
作
人
に
関
す
る
評
論
を
集
め
た
『
周
作
人

論
』
（
三
四
年
刊
）
の
巻
頭
に
「
周
作
人
自
述
」
で
、
一
九
三

O
年
に
『
燕
大
週
刊
』

に
密
い
た
自
分
の
文
章
を
引
き
、
「
読
ん
だ
設
の
中
で
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け

た
の
は
エ
リ
ス
の
著
作
で
あ
る
。
」
⑦
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
『
知
堂
回
想
録
』
と

同
じ
「
中
府
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
な
い
に
せ
よ
、

エ
リ
ス
の
影
響
が
基
本

的
に
は
三

O
年
以
前
に
定
着
し
た
事
は
確
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
三

O
年
ま
で
の
周
作
人
の
エ
リ
ス
引
用
を
別
表
に
整
理
し
て
み
る
と
、

引
用
は
二
三
年
と
二
四
年
に
集
中
し
て
い
る
。
二
四
年
当
時
、
周
作
人
は
『
良
報

副
鋳
』
に
寄
稿
し
て
い
た
が
、
や
が
て
同
紙
を
去
り
③
、
魯
迅
・
孫
伏
園
・
銭
玄

同
・
食
平
伯
等
と
週
刊
『
語
紙
』
を
発
刊
す
る
に
至
る
。
『
語
総
』
の
北
京
で
の

刊
行
期
ハ
ニ
四
年
よ
一
七
年
〉
の
う
ち
で
、
二
四
年
は
こ
の
雑
誌
の
実
質
的
主
編
の

役
割
を
担
っ
た
周
作
人
に
と
っ
て
過
渡
期
に
あ
っ
た
。
先
に
示
し
た
エ
リ
ス
『
断

言
』
・
『
性
心
理
之
研
究
』
か
ら
の
言
葉
を
初
め
て
引
用
し
た
ハ
「
鵡
理
斯
的
話
」
〉
の

も
二
四
年
で
あ
り
、

エ
リ
ス
の
影
響
の
実
質
上
の
定
着
は
、
二
四
年
前
後
ま
で
遡

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
⑤
。
以
下
で
は
、
別
表
に
基
づ
き
、

一
八
年
当
時
の

エ
リ
ス
の
受
容
、
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」
を
中
心
と
す
る
二
三
年
当
時
の
受
容
、

『
雨
天
的
容
』
を
中
心
と
す
る
こ
四
年
当
時
の
受
容
の
三
段
階
に
分
け
て
検
討
す

一一一一一一

る。
序
、
注
記

①
『
知
堂
回
想
録
』
ハ
三
育
図
由
有
限
公
司
一
九
八
O
年
刊
〉
ニ

O
二
、
拾
遺
十
一
、

性
的
心
理
n
F
似

②
同
番
、
ニ

O
二
、
拾
遺
十
二
、
務
理
斯
的
思
想
n
p
側、

エ
リ
ス
原
文
（
以
下
E

と
略
記
〉

九
A
H
V

、

明

ω－nv白””’u
 

尚

周
作
人
は
「
論
聖
芳
済
」
を
「
聖
芳
済
及
其
他
」
と
も

訳
す
が
、
本
稿
で
は
前
者
に
統
一
し
た
。

③
同
番
、

匹郎、

E
P印
、
こ
の
告
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
初
版
第
一
巻
の
刊
行
後
に

発
禁
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
で
刊
行
さ
れ
た
。
邦
訳
に
『
性
の
心
理
』
ハ
鷲
尾
浩
訳
・

冬
夏
社
大
正
十
年
刊
〉
が
あ
る
。
た
だ
、
非
売
品
で
伏
せ
字
が
多
く
、
周
作
人
が

引
用
す
る
践
文
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。
尚
、
周
作
人
は
『
性
心
理
之
研
究
』

を
『
性
的
心
理
研
究
』
と
も
訳
す
が
、
本
稿
で
は
前
者
に
統
一
し
た
。

④
「
周
作
人
と
童
話
」
（
都
立
大
『
人
文
学
報
』
必
期
・
一
九
六
四
年
三
月
〉

P
2

⑤
「
議
理
斯
感
想
録
抄
」
（
別
表
参
照
〉
を
収
め
る
『
永
田
集
』
（
北
新
書
局
初
版
・

実
用
密
局
一
九
七
二
年
影
印
〉
序
ハ
一
九
二
九
年
二
月
〉
で
、
「
（
翻
訳
の
〉
言
葉
自

体
が
私
の
手
で
書
か
れ
、
内
容
も
私
の
好
き
な
も
の
で
、
思
い
つ
か
ず
、
言
え

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
私
が
一
人
占
め
す
る
の
で
も
な
く
、
借
用
し

て
差
し
支
え
な
い
と
思
う
。
」
と
す
る
。

⑥
松
枝
茂
夫
「
周
作
人

l
l伝
記
的
素
描
」
（
『
中
国
文
学
』
第
六
十
号
、

一
九
四
O

年
〉
、
飯
倉
照
平
「
初
期
周
作
人
に
つ
い
て
の
ノ
l
ト
」
ハ
上
・
下
〉
ハ
神
戸
大
『
文

学
会
研
究
』
拘
号
・
一
九
六
六
年
、
必
号
・
同
六
七
年
〉
木
山
英
雄
「
周
作
人
」
（
『
近

代
中
国
の
思
想
と
文
学
』
所
収
、
大
安
一
九
六
七
年
刊
〉
等
言
及
す
る
も
の
は
多
い
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が
、
具
体
的
検
討
を
行
っ
た
論
考
は
管
見
の
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

⑦
「
周
作
人
自
述
」
（
『
周
作
人
論
』
北
新
世
局
初
版
・
上
海
位
店
一
九
八
七
年
影
印
〉

③
当
時
『
長
報
副
錦
』
の
編
集
に
当
た
っ
て
い
た
孫
伏
園
が
、
編
集
方
針
の
対
立

で
二
四
年
に
辞
職
し
た
。
こ
れ
に
従
い
、
殆
ど
の
寄
稿
者
が
同
紙
を
去
っ
た
。

⑤
「
務
理
斯
的
話
」
ハ
『
雨
天
的
脅
』
岳
麓
自
社
一
九
八
七
年
刊
〉
で
、
周
作
人
は
エ
り

ス
『
性
心
理
之
研
究
』
に
つ
い
て
「
こ
の
種
の
精
密
な
研
究
は
或
い
は
他
の
人

で
も
で
き
よ
う
が
、
あ
の
よ
う
な
幅
広
い
視
野
、
深
い
思
考
は
ま
こ
と
に
得
難

い
。
」
と
述
べ
、
『
知
堂
回
想
録
』
で
の
評
価
と
対
応
し
て
い
る
。

一
八
年
当
時
の
エ
リ
ス
の
受
容

こ
の
年
、
周
作
人
は
初
め
て
白
話
に
よ
る
翻
訳
以
外
の
文
章
と
し
て
『
新
背

年
』
に
「
読
武
者
小
路
実
篤
君
所
作
一
個
青
年
的
夢
」
を
書
き
、
年
末
に
は
「
人

的
文
学
」
を
発
表
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
自
己
の
見
解
を
述
べ
始
め
、

エ
リ
ス
を

初
め
て
引
用
す
る
。
同
年
「
愛
的
成
年
」
で
引
く
エ
リ
九
『
性
之
進
化
』
・
『
新
精

神
』
の
文
章
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

人
民
の
生
砲
は
社
会
の
機
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
我
々
は
断
定
す
る
。
女
子

の
出
産
は
彼
女
が
社
会
の
義
務
を
果
た
す
が
ゆ
え
に
、
自
活
で
き
な
け
れ
ば
、

社
会
は
彼
女
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
。

ハ
『
性
之
進
化
』
〉
⑮

宗
教
、
政
治
に
お
い
て
、
我
々
は
大
き
な
闘
争
を
経
て
、

よ
う
や
く
か
け
が

え
の
な
い
自
由
と
真
実
を
手
に
入
れ
た
。
し
か
し
、
性
の
分
野
で
は
我
々
の
道

徳
、
社
会
生
活
と
同
じ
宰
福
を
、

い
ま
だ
手
に
入
れ
て
い
な
い
。
現
在
も
ま
だ

あ
る
種
の
野
蛮
な
伝
説
が
中
世
の
教
会
の
懸
命
な
宣
伝
を
経
て
、
世
に
流
布
し

一
三
四

て
い
る
。

（
『
新
精
神
』
）
⑮

こ
れ
ら
は
当
時
日
本
で
も
流
行
し
た
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
と
並
ん
で
知
ら
れ
る
カ
l
ベ

ン
タ
l
の
著
書
『
愛
的
成
年
』
〈

E
S『

P
C弓
g
g－
E
H
R
M
向。、記宮崎・
0
＼
・
ぬ
る

を
紹
介
す
る
た
め
の
引
用
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
女
性
の
性
的
差
別
を
否
定
し
、
そ

の
地
位
向
上
の
た
め
に
偏
見
を
捨
て
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
興
謝

野
晶
子
「
貞
操
論
」
（
原
題
「
人
及
び
女
と
し
て
」
〉
の
翻
訳
ハ
一
八
年
『
新
背
年
』
第

四
巻
五
号
〉
で
の
女
性
だ
け
を
貞
操
で
拘
束
す
る
事
へ
の
反
対
と
共
通
し
た
女
性

擁
護
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
翌
十
九
年
の
胡
適
と

藍
志
先
と
の
誌
上
討
論
に
割
り
込
む
形
で
書
か
れ
た
「
答
藍
志
先
番
」
で
も
論
じ

て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
二
に
、
先
生
の
提
唱
す
る
貞
操
と
は
、
ど
ん
な
意
味
な
の
か
？

先
生
の
言

う
貞
操
は
純
潔

8
Z伯
仲
町
三
号
）
な
の
か
、
誠
実
ハ
ヨ
含
－
xuむ
な
の
か
？
ハ
中
略
〉

な
ぜ
な
ら
貞
操
と
い
う
言
葉
は
慣
習
上
、
肉
体
の
純
潔
を
指
し
、
強
い
ら
れ
て

守
る
貞
操
の
根
本
だ
か
ら
誤
解
し
や
す
い
。
た
だ
、
先
生
は
貞
操
が
そ
の
ま
ま

性
欲
を
節
制
す
る
か
、
ハ
〉

Z
E
g
g
v
か
の
よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ
、

に
わ
か

に
は
判
り
か
ね
る
⑪
。

引
用
文
の
最
後
に
見
え
る
〉

Z
E一g
g
に
は
訳
語
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。
雑
誌

掲
載
の
文
章
ゆ
え
、
訳
語
の
欠
落
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
性
欲
を
節
制
す
る
か
、

S
Z
Z
5
5
0）
か
」
と
い
う
貞
操
を
女
性
の
み
に
強
い
る
考
え
方
へ
の
反
発
が

あ
っ
た
事
は
疑
え
な
い
。
ま
た
、
こ
の
英
単
語
を
引
い
た
時
、
周
作
人
の
念
頭
に

は
「
愛
的
成
年
」
に
引
く
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
詩
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
先
程
の
エ
リ
ス
『
新
精
神
』
と
並
べ
て
引
用
さ
れ
る
。



赤
ら
ん
だ
手
足
、
燃
え
る
髪
の
上
に

禁
欲
（
〉
『
邑
5
5
0〉
は
い
ち
め
ん
に
砂
を
ま
く

し
か
し
、
満
ち
た
り
た
欲
求
は

そ
こ
に
生
命
と
美
の
果
実
を
植
え
る
⑫

漢
訳
さ
れ
た
詩
句
の
中
で
も
唯
一

「
禁
欲
」
に
だ
け
は
英
語
を
、
こ
こ
で
も
カ
ッ

ヨ
付
き
で
示
し
て
い
る
点
が
注
意
を
引
く
。
こ
れ
は
九
バ
ー
ジ
ョ
ン
『
英
文
学
上

的
玄
秘
主
義
』
⑫
の
一
節
と
し
て
引
く
も
の
で
、
詩
と
と
も
に
引
く
ス
ウ
ィ
ン
バ

l
y
の
解
説
「
世
の
唯
一
不
潔
な
も
の
は
、
不
潔
だ
と
信
じ
る
考
え
そ
の
も
の
で

あ
る
。
」
⑬
を
見
れ
ば
、
周
作
人
の
意
図
は
明
ら
か
で
、
先
に
引
く
エ
リ
ス
の
言

業
と
同
様
、
欲
求
を
不
潔
な
も
の
と
し
て
禁
圧
す
る
事
へ
の
反
発
で
あ
ろ
う
。
以

上
の
所
か
ら
、
ブ
レ
イ
ク
と
エ
リ
ス
は
当
時
、
周
作
人
が
性
へ
の
偏
見
や
そ
れ
と

表
裏
を
な
す
女
性
蔑
視
を
否
定
す
る
根
拠
で
あ
り
、
五
四
時
期
の
周
作
人
の
思
想

の
一
部
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。

五
四
時
期
の
文
学
革
命
の
向
か
う
べ
き
方
向
を
提
示
し
た
「
人
的
文
学
」
の
冒

頭
で
人
聞
を
定
義
す
る
た
め
に
、
ブ
レ
イ
ク
の
詩
「
天
国
と
地
獄
の
結
婚
・
悪
魔

の
戸
」
の
一
節
を
引
用
し
た
が
、
そ
の
一
部
は
「
愛
的
成
年
」
の
文
末
で
も
引
か

れ
る
。

〈

2
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
唯
一
の
生
命
で
あ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
肉
体
か
ら
生

ま
れ
る
。
理
性
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
境
界
と
い
う
か
円
周
で
あ
る
⑪
。

こ
の
詩
句
と
エ
リ
ス
の
言
葉
「
ホ
ィ
ッ
ト
マ
ン
は
下
腹
部
と
頭
部
胸
部
を
同
等
と

み
な
し
た
」
⑮
は
カ
l
ベ
γ
タ
！
の
意
見
に
似
て
お
り
、
「
よ
り
明
白
に
述
べ
、

よ
り
実
際
面
を
重
ん
じ
て
い
る
」
⑮
が
故
に
、
カ
l
ベ
ン
タ
l

『
愛
的
成
年
』
は

周
作
人
と
H
－

z
pス

評
価
さ
れ
る
。
こ
の
年
の
「
愛
的
成
年
」
で
の
エ
リ
ス
の
引
用
も
、
ブ
レ
イ
ク
の

詩
句
に
よ
る
霊
肉
一
致
の
理
想
を
よ
り
具
体
的
に
表
明
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
⑮
。

一
、
注
記

⑮
『
談
語
集
』
（
開
明
書
店
図
版
・
上
海
書
店
一
九
八
七
年
影
印
）

p
m
 

p
m
p側、

E
『性

之
進
化
』

p
目、

E
『
新
精
神
』

⑪
『
新
青
年
』
第
六
巻
四
号
「
討
論
」
に
掲
載
。

⑫
『
談
龍
集
』

nrm原
文
は

ω吉『

mog－
p
g
z
s
司
・
開
・
ミ
可
匂
同
4
q
h
hミ

ミ

同・
2
c
h
a
h同

。
同

q
O吋』
0
2ヘH
N
r

み

zb
同
同
ト
N
G
N
O
C句

』
γ
』
同
J

同
N
N
K
戸
吋

e
q
h同町

ミ州、匂吋
N

の匂・

5
E・問。即日
m
a
Z
5
8・
Z
R
Wロ
E
n
E
M
M
E
a－匂・

5
叫
に
よ
る
。

原
文
で
ブ
レ
イ
ク
の
詩
の
一
・
二
行
目
を
逆
に
引
用
し
て
お
り
、
改
め
て
い
な

い
。
邦
訳
は
『
ブ
レ
イ
ク
詩
集
』
ハ
寿
岳
文
章
訳
、
弥
生
書
房
一
九
六
八
年
刊
〉
に

よ
る
。
尚
、
こ
の
時
期
の
ブ
レ
イ
ク
受
容
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

⑬
『
談
龍
集
』

p
m
h
h
a同

4
2ミ
ミ

E
C
h呂
町

hq同
E
g
g
－
s・

⑬
『
芸
術
与
生
活
』
（
上
海
群
益
自
社
初
版
・
実
用
書
局
一
九
七
二
年
影
印
）

npu
・
原

向
。
と
も
N
R
E

－
－
平
凡
な
ミ
同
h
h

ミ
．
同
E
G
g
s丸
町
内
九
九

h
g
G
S
E
。＼

g
n
b－nd民
・
包
S
・
0
M
g
河
口
・
を

文
は

。ι・
旬、
a
b
n

〉

hhH『
44hhw

。。OR
O『
U
『

問。
u

己
g

参
照
し
た
。
邦
訳
は
『
み
み
ず
く
英
学
塾
』
所
収
「
ブ
レ
イ
ク
文
学
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
概
念
」
（
由
良
君
美
著
、
青
土
社
一
九
八
七
年
刊
〉

P
M
の
引
用
文
に

拠
っ
た
。

⑬
『
談
龍
集
』

p. 
12'7 

P
問
、

E
『
新
精
神
』

⑬
『
知
堂
回
想
録
』

二
ニ
三
、
文
学
与
宗
教
nv
制
で
、
「
こ
の
時
期
、
私
は
当
時

の
ロ
マ
γ
テ
ィ
ッ
ク
な
文
芸
思
想
に
よ
っ
て
文
学
活
動
を
し
て
い
た
が
、
そ
の

一
三
五



所
調
ロ
マ
γ
テ
ィ
ッ
ク
な
思
想
は
（
中
略
）
『
人
的
文
学
』
で
示
さ
れ
た
。
私
は

婦
人
問
題
を
考
慮
し
た
の
で
、
『
ハ
前
掲
の
エ
リ
ス
『
性
之
進
化
』
の
引
用
）
』
と
す

る
に
至
っ
た
が
、
文
学
で
論
じ
た
の
は
や
は
り
空
っ
ぽ
の
人
類
だ
っ
た
。
」
と

述
べ
る
一
節
は
、
こ
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。

『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」
で
の
受
容

一
八
年
「
愛
的
成
年
」
以
後
、
二
二
年
ま
で
の
お
よ
そ
四
年
間
、

エ
リ
ス
の
引

用
は
な
い
。
こ
の
間
に
周
作
人
は
一
九
年
、
二

O
年
と
「
新
し
き
村
」
の
紹
介
を

中
心
に
精
力
的
に
文
筆
活
動
を
し
た
が
、
二
一
年
に
は
、
半
年
近
く
北
京
郊
外
の

西
山
で
療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
二
二
年
か
ら
は
「
自
己
的
園
地
」
を
始

め
と
す
る
文
芸
評
論
を
書
き
始
め
、
「
詩
的
効
用
」
等
で
は
食
平
伯
、
梁
実
秋
ら

と
論
争
し
、
二
三
年
に
は
処
女
散
文
集
『
自
己
的
園
地
』
を
刊
行
す
る
。
ま
た
、

魯
迅
と
の
訣
別
も
同
年
夏
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る
『
自
己
的
園
地
』

「
緑
州
」
と
は
、
同
年
初
め
か
ら
夏
ま
で
に
脅
か
れ
た
同
番
の
最
後
を
飾
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
於
け
る
引
用
は
大
き
く
二
つ
の
傾
向
を
持
ち
、
表
裏
を
成

す。

一
つ
は
一
八
年
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
「
結
婚
的
愛
」
は
『
結
婚
的
愛
』

〈冨
ω
ユ0・
g
0
3・

hh3．ミ

reる
を
紹
介
す
る
文
章
だ
が
、
そ
の
中
で
『
愛

的
成
年
』
に
も
触
れ
、
『
結
婚
的
愛
』
の
読
者
へ
の
忠
告
と
し
て
性
的
偏
見
に
よ

る
女
性
差
別
を
批
判
す
る
エ
リ
ス
『
断
言
』
「
論
聖
芳
済
」
を
引
用
す
る
。

聖
パ
ウ
ロ
は
言
う
。
「
物
す
べ
て
に
不
潔
な
物
な
ど
元
々
な
い
。
単
に
人
が

不
潔
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
彼
に
と
っ
て
は
不
潔
と
な
る
の
だ
。
」
と
。

ス
は
「
論
聖
芳
済
」
で
言
う
。
「
我
々
は
い
ま
全
て
を
直
視
し
、
な
ん
ら
余
り

一一－一六

に
卑
俗
す
ぎ
、
或
い
は
神
聖
す
ぎ
て
研
究
に
適
さ
な
い
よ
う
な
も
の
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
直
視
す
る
の
が
逆
に
有
害
な
事
実
も
あ
る
。
も
し
も
、

あ
な
た
が
汚
れ
な
し
に
見
ら
れ
ぬ
の
な
ら
ば
」
と
＠
。

こ
れ
は
ブ
レ
イ
ク
の
詩
を
引
用
し
た
際
の
九
ウ
ィ
ン
パ
l
y
の
言
葉
「
世
の
唯
一

不
潔
な
も
の
は
、

不
潔
だ
と
信
じ
る
考
え
そ
の
も
の
で
あ
る
。
」
⑬
と
同
じ
考
え

方
と
言
え
る
。
不
潔
と
は
、
性
を
念
頭
に
お
い
て
の
言
だ
か
ら
、
狼
褒
と
考
え
る

か
否
か
は
受
け
取
る
側
の
問
題
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
言
葉
を
引
用

し
た
の
に
は
、

一
八
年
と
異
な
る
理
由
が
あ
っ
た
。
こ
の
引
用
に
続
き
、
カ
ッ
コ

で
括
っ
て
控
え
目
に
述
べ
る
言
葉
が
そ
の
背
景
を
示
し
て
い
る
。

〈
私
は
全
て
を
破
壊
す
る
と
大
言
し
、
責
任
を
負
う
こ
と
も
知
ら
ず
に
、
人

を
傷
つ
け
る
所
謂
自
由
恋
愛
の
男
を
非
常
に
恐
れ
て
い
る
の
だ
〉
⑬

こ
れ
は
、
当
時
『
長
報
副
鈎
』
紙
上
で
行
わ
れ
た
「
愛
情
問
題
」
論
争
の
中
で
の

男
性
の
論
者
へ
の
失
望
と
関
連
が
あ
る
。
同
紙
で
は
男
性
側
の
一
方
的
な
離
婚
宣

言
に
端
を
発
し
、
二
三
年
三
月

t
六
月
ハ
五
月
か
ら
「
愛
情
定
則
的
討
論
」
と
し
て
）

の
問
、
紙
上
討
論
を
連
載
し
た
。
こ
の
中
で
周
作
人
は
「
関
子
誰
是
犠
牲
的
問

題
」
〈
三
月
）
で
『
愛
的
成
年
』
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
「
離
婚
与
結
婚
」
（
四
月
）
で

は
、
親
の
取
り
決
め
た
結
婚
の
不
合
理
さ
に
は
同
情
し
、
「
不
合
理
な
礼
教
や
習

慣
と
や
ら
に
反
対
す
る
の
は
、
も
と
よ
り
良
い
こ
と
で
正
当
だ
、
」
ハ
「
離
婚
与
結
婚
」
）

⑫
と
認
め
つ
つ
も
、
「
ま
る
で
不
合
理
な
礼
教
や
習
慣
と
や
ら
の
温
床
が
、
彼
と

王
女
士
の
結
婚
だ
け
に
あ
り
、
離
婚
さ
え
す
れ
ば
、
目
的
は
す
ぐ
達
せ
ら
れ
る
か

ニ己
リ

の
よ
う
だ
。
」
ハ
同
〉
⑬
と
、
自
分
は
潔
白
で
、
女
性
だ
け
が
不
潔
な
存
在
だ
と
利

己
的
な
自
由
を
主
張
す
る
男
性
側
を
批
判
し
て
い
る
。



こ
の
後
、
「
愛
的
創
作
」
で
は
興
謝
野
晶
子
の
著
書
を
紹
介
し
、
愛
情
は
永
遠

に
不
変
で
は
な
く
、
毎
日
向
上
さ
せ
る
努
力
が
必
要
だ
と
説
き
、
道
学
者
が
貞
操

の
名
で
女
性
を
束
縛
す
る
事
に
反
対
す
る
。
『
自
己
的
園
地
』
を
編
集
す
る
際
に

も
同
趣
旨
の
言
葉
を
エ
リ
ス
か
ら
引
用
し
、
見
解
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、

「
愛
は
与
え
る
も
の
で
報
酬
で
は
な
い
。
中
国
の
結
婚
は
や
は
り
取
引
で
、
そ
の

違
い
は
余
り
に
も
大
き
い
。
」
と
失
望
を
示
す
＠
。
こ
れ
を
契
機
に
周
作
人
は
、

差
別
さ
れ
る
女
性
の
弁
護
か
ら
差
別
す
る
男
性
の
側
へ
の
批
判
と
重
点
を
置
き
始

め
た
と
考
え
ら
れ
る
＠
。

一
方
、
芸
術
と
の
関
連
で
猿
褒
を
論
じ
る
の
が
今
一
つ
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
の

問
題
は
、
郁
達
夫
『
沈
論
』
を
弁
護
す
る
「
沈
論
」
（
ニ
ニ
年
三
月
〉
や
、
「
対
子

戯
劇
的
両
条
意
見
」
（
同
年
三
月
〉
で
も
取
り
上
げ
て
お
り
、
以
前
か
ら
周
作
人
が

関
心
を
寄
せ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
「
狼
褒
論
」
で
は
『
感
想
録
』
か
ら
二
つ
の

具
体
的
な
例
を
引
用
す
る
。
長
い
引
用
文
を
要
約
す
る
と
、

一
つ
は
か
つ
て
狼
喪

と
さ
れ
た
ラ
プ
レ
l
の
作
品
が
今
や
何
ら
狼
喪
と
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
語
る

記
事
と
、

い
ま
一
つ
は
フ
ラ
ン
九
女
優
の
舞
台
で
の
演
技
が
狼
裏
だ
と
ロ
ン
ド
ン

紳
士
か
ら
干
渉
を
受
け
、
却
っ
て
不
愉
快
な
演
技
に
な
っ
た
事
を
批
判
す
る
記
事

の
二
つ
で
あ
る
。
「
結
婚
的
愛
」
で
の
引
用
と
同
様
、
「
不
潔
な
も
の
」
を
見
る
側

の
問
題
と
す
る
事
は
、
次
の
よ
う
な
エ
リ
ス
の
引
用
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
、
そ
こ
に
（
狼
褒
の
判
断
に
：
小
川
）
ど
の
程
度
、
欠
陥
あ
る
教
育
に

よ
る
傾
向
が
あ
っ
て
改
め
る
べ
き
か
、
或
い
は
、
ど
の
程
度
人
心
に
除
去
す
ベ

き
傾
向
が
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
当
然
、
狼
衰
の
形
式
は
時
代
に
よ
っ
て

変
化
し
、
日
々
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。
古
代
ロ
l

マ
人
が
猿
褒
と
思
っ
た
事

周
作
人
と
H
－

z
p
ス

の
多
く
を
我
々
が
見
て
も
そ
う
思
わ
ず
、
我
々
が
猿
褒
と
思
う
事
の
多
く
は
古

代
ロ
l

マ
人
が
見
れ
ば
、
我
々
の
単
純
さ
を
笑
う
で
あ
ろ
う
o

Q感
想
録
』
〉
⑧

こ
れ
は
前
者
の
記
事
か
ら
の
引
用
の
一
部
だ
が
、
狼
褒
と
す
る
対
象
が
時
代
に
よ

っ
て
変
化
す
る
事
が
狼
褒
を
見
る
側
の
問
題
と
す
る
根
拠
で
あ
る
。
ま
た
、

ロ
ン

ド
ン
紳
士
へ
の
エ
リ
ス
の
批
判
が
道
学
者
に
も
通
じ
る
と
し
て
「
偽
道
学
者
の
不

道
徳
な
所
以
を
よ
く
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
そ
の
反
抗
が
実
は
意
志

薄
弱
で
誘
惑
を
受
け
や
す
い
証
拠
そ
の
も
の
だ
か
ら
だ
。
」
＠
と
述
べ
、
新
詩

「
高
楼
」
付
記
で
も
、
情
詩
を
批
判
す
る
道
学
家
に
対
し
、

エ
リ
九
を
引
い
て
反

駁
す
る
。

極
め
て
古
く
か
ら
の
洞
察
だ
が
、
最
も
不
貞
な
詩
は
最
も
貞
節
な
人
に
よ
っ
て

脅
か
れ
、
最
も
清
浄
な
詩
を
書
い
た
人
の
生
活
は
逆
に
最
も
不
貞
で
あ
る
。

ハ
『
断
言
』
「
凱
沙
諾
伐
」
〉
③

「
文
芸
与
道
徳
」
で
は
同
じ
文
章
か
ら
更
に
引
用
し
て
、
最
も
放
縦
な
文
学
が
基

督
教
徒
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
は
「
た
だ
単
に
彼
ら
の
生
活
の
厳
正
さ
が
こ
の
種

の
感
情
の
運
動
を
よ
り
一
一
周
必
要
と
し
た
か
ら
だ
。
」
⑧
と
そ
の
所
以
を
説
明
す

る
。
欲
望
が
す
ぐ
行
動
と
な
っ
て
、
何
ら
心
に
痕
跡
を
残
さ
な
い
自
然
と
対
照
さ

せ
、
芸
術
と
社
会
に
つ
い
て
、

エ
リ
ス
を
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

あ
る
一
定
の
節
制

l
l性
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
人
間
の
活
動
を
含
め
て

ー
ー
は
、
欲
望
の
幻
想
・
イ
メ
ー
ジ
を
育
て
、
完
成
さ
れ
た
芸
術
と
す
る
た
め

に
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
社
会
的
観
点
は
純
粋
な
自
然
と
は
異
な
る
。
社
会

で
は
、
欲
求
を
す
ぐ
に
気
ま
ま
に
行
動
に
移
す
余
地
を
我
々
は
常
に
は
持
て
な

い
。
欲
求
を
抑
圧
す
る
弊
害
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
欲
求
を
よ
り
高
い

一
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穏
和
な
方
面
へ
と
移
行
さ
せ
る
方
が
、
む
し
ろ
重
要
で
あ
る
o

Q断
言
』
「
凱

沙
諸
伐
」
〉
⑧

「
よ
り
高
い
穏
和
な
方
面
」
と
は
芸
術
の
分
野
を
指
し
、
現
実
社
会
で
実
現
さ
れ

な
い
欲
求
の
代
償
を
芸
術
に
求
め
て
、

エ
リ
九
は
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
日
記
を
高
く
評

価
す
る
。
こ
の
「
凱
沙
諸
伐
」
の
他
に
、
「
論
左
控
」
か
ら
も
引
用
し
て
、
同
じ

問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
周
作
人
は
ゾ
ラ
が
生
来
禁
欲
的
な
環
境

に
置
か
れ
て
育
っ
た
こ
と
を
エ
リ
ス
に
依
拠
し
つ
つ
述
べ
、
ゾ
ラ
が
狼
褒
な
事
を

描
い
て
非
難
を
浴
び
た
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
真
の
文
学
が
ど
こ
ま
で
成
長
で
き
る
か
疑
問
で

あ
る
。
文
学
が
こ
う
し
て
人
聞
の
生
の
重
要
さ
と
の
接
触
が
絶
た
れ
る
か
ら
だ

け
で
な
く
、
自
ら
進
ん
で
そ
の
接
触
を
絶
ち
、
社
会
的
に
限
定
さ
れ
た
用
語
の

範
囲
内
で
自
由
で
い
ら
れ
る
文
人
に
も
大
作
家
と
な
る
英
雄
的
な
資
質
が
無
い

か
ら
だ
。
用
語
の
社
会
的
限
定
は
有
用
で
は
あ
る
。
と
い
う
の
も
我
々
す
べ
て

が
社
会
の
一
員
で
あ
り
、
放
浴
な
俗
悪
を
避
け
る
保
障
が
あ
る
べ
き
だ
か
ら
だ
。

だ
が
、
文
学
に
お
い
て
は
、
我
々
は
読
み
た
い
、
読
み
た
く
な
い
本
を
自
由
に

決
め
る
事
が
で
き
；
ハ
だ
か
ら
言
語
の
放
怒
は
別
に
害
が
な
い
。
）
ハ
『
断
言
』

「
論
左
控
」
）
⑧

最
後
の
カ
ッ
コ
内
の
言
葉
は
翻
訳
に
際
し
、
周
作
人
が
補
っ
た
も
の
で
、

エ
リ
ス

の
原
文
に
は
無
く
、

セ
ミ
コ
ロ
ン
に
続
い
て
、
原
文
で
は
「
そ
し
て
、
客
聞
の
話

題
と
言
葉
と
と
も
に
、
文
学
の
世
界
に
入
っ
て
行
く
作
家
に
前
途
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
」
②
と
文
章
を
結
ん
で
お
り
、
周
作
人
の
補
注
は
原
文
の
要
約
の
範
囲
を
超

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
補
注
は
翻
訳
の
意
図
を
明
瞭
に
す
る
も
の
で
、
そ
れ

一
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ゆ
え
周
作
人
の
引
用
の
主
眼
も
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
周
作
人
が

エ
リ
ス
以
上
に
用
語
の
自
由
を
強
調
し
た
の
は
、
「
凱
沙
諸
伐
」
の
引
用
で
の
狼

褒
と
さ
れ
る
文
学
へ
の
弁
護
と
論
理
的
に
対
応
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
言
語

の
放
怒
」
が
是
認
さ
れ
て
こ
そ
、
新
詩
「
高
楼
」
付
記
で
の
論
理
と
一
致
す
る
。

即
ち
、
「
凱
沙
諸
伐
」
で
の
人
間
の
欲
求
の
代
償
作
用
と
い
う
内
面
的
な
要
請
と

「
論
左
捻
」
で
の
「
人
間
の
生
の
重
要
な
点
と
の
接
触
」
と
い
う
外
面
的
な
要
請

と
で
違
い
は
認
め
ら
れ
る
に
せ
よ
、
ど
ち
ら
も
文
学
に
お
い
て
の
用
語
の
自
由
の

必
要
と
、
欲
求
へ
の
社
会
的
制
限
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
特
に
「
論

左
位
」
の
方
で
は
、
個
人
と
し
て
の
選
択
の
自
由
の
あ
る
点
が
、
用
語
の
社
会
的

制
約
と
は
対
照
的
に
文
学
で
の
用
語
の
自
由
を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

「
人
間
の
生
」
の
集
合
体
た
る
社
会
で
の
用
語
の
制
約
を
規
定
す
る
道
徳
規
範
と
、

そ
の
一
員
た
る
個
人
が
選
択
す
る
文
学
で
の
道
徳
規
範
は
相
容
れ
ぬ
も
の
と
な
る
。

こ
の
見
解
は
従
来
の
狼
褒
の
問
題
に
対
す
る
見
解
よ
り
も
一
層
徹
底
し
て
い
る
。

我
々
は
こ
の
小
説
が
芸
術
的
に
描
き
だ
す
、
こ
の
葛
藤
ハ
霊
肉
の
お
藤
：
小
川
）

を
鑑
賞
し
て
も
、
ど
ち
ら
の
勝
利
か
、
何
の
寓
意
を
込
め
た
の
か
作
者
に
示
せ

と
求
問
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
価
値
は
無
意
識
に
自
己
を
露
出
し
、
芸
術
的
に

色
情
を
昇
華
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
こ
に
、
真
撃
と
普
通
性
が
存
在
す
る

の
だ
0

（
「
沈
論
」
）
⑧

狼
褒
か
否
か
を
判
断
す
る
基
準
は
、
「
芸
術
的
に
色
情
を
昇
華
さ
せ
た
」
点
と

「
真
撃
と
普
遍
性
」
が
存
す
る
点
に
あ
り
、
二
二
年
当
時
の
周
作
人
の
考
え
方
と

し
て
、
ほ
ぼ
同
一
の
見
解
が
「
対
子
戯
劇
的
両
条
窓
見
」
⑧
に
も
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
「
沈
論
」
を
ポ
l
ド
レ
エ
ル
の
詩
に
喰
え
て
、
「
類
廃
派
」
の
文
学
だ
と
し
、



「
『
沈
論
』
は
芸
術
作
品
で
は
あ
る
が
、

n
受
戒
者
の
文
学
（
－
5
3
2
3
F『

zuzzeu
で
あ
り
、

一
般
の
人
の
読
み
物
で
は
な
い
」
⑧
と
限
定
し
て
い
た
が
、

「
文
芸
与
道
徳
」
に
お
い
て
、
従
来
の
基
準
を
放
棄
し
て
エ
リ
ス
の
論
理
へ
と
転

換
し
た
以
上
、
「
受
戒
者
の
文
学
」
と
い
う
限
定
は
不
要
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
、
こ
の
「
受
戒
者
」
の
限
定
に
は
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。

「
文
芸
与
道
徳
」
以
前
の
二
三
年
三
月
「
鏡
花
縁
」
で
も
、
荒
唐
無
稽
な
物
語

特
有
の
而
白
み
は
所
調
「
受
戒
者

q
z
E
Z
S
0
6」
だ
け
が
理
解
で
き
る
事
と

述
べ
、
「
沈
論
」
と
似
た
形
で
読
者
を
限
定
す
る
。

』
の
類
似
は
「
鏡
花
縁
」
・

「
沈
論
」
で
の
こ
つ
の
見
解
を
周
作
人
が
文
学
を
特
殊
化
す
る
点
で
共
通
す
る
と

考
え
て
い
た
事
を
示
す
。

自
己
の
想
像
の
産
物
を
述
べ
る
の
は
現
世
の
実
生
活
を
述
べ
る
の
と
同
様
に

真
実
で
あ
り
、
何
故
な
ら
経
験
は
決
し
て
身
体
の
感
覚
だ
け
か
ら
と
は
限
ら
な

い
か
ら
だ
＠
。

こ
こ
で
の
「
想
像
の
産
物
」
と
し
て
の
文
学
と
現
実
の
対
立
は
、
「
文
芸
与
道
徳
」

に
お
い
て
エ
り
ス
を
引
用
し
つ
つ
、
文
学
を
現
実
社
会
と
対
置
さ
せ
、
社
会
の
道

徳
規
範
か
ら
の
文
学
の
自
由
を
主
張
し
た
論
理
と
無
縁
で
は
無
い
。
こ
の
「
鏡
花

縁
」
で
の
見
解
が
エ
リ
ス
の
引
用
を
行
う
下
地
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
注
記

⑫
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」
〈
岳
麓
自
社
一
九
八
七
年
刊
）

乱
邸
、

E
『
断
言
』
「
論

聖
芳
済
」

p. 
2a8 

⑬
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」

p. 
124 

⑫
『
長
報
副
錦
』

一
九
二
三
年
「
関
子
誰
是
犠
牲
的
問
題
」
ハ
3
／
却
；
月
日
）
「
離

周
作
人
と
H
・
エ
リ
ス

婚
与
結
婚
」
（
4
／
お
）
他
に
も
、
「
無
条
件
的
愛
情
」
ハ
6
／
却
）
「
『
院
真
答
周

作
人
先
生
』
附
記
」
ハ
6
／
包
〉
等
が
あ
る
。

⑧
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」

p. 
129 

＠
翌
二
四
年
、
婚
約
を
破
棄
し
た
相
手
の
女
性
を
非
難
す
る
文
章
が
上
海
『
晶

報
』
に
載
っ
た
が
、
周
作
人
は
「
滞
沿
通
信
之
一
・
一
一
」
ハ
『
良
報
副
鍋
』
8
／
幻
、

お
）
で
男
性
側
を
批
判
す
る
。

③
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」

P
邸、

E
『
感
想
録
』
h
h
F

p. 
ta5 

③
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」

p. 
s6 

⑧
『
艮
報
剖
鍋
』

一
九
二
三
年
（
4
／
9
）、

E
『
断
言
』
「
凱
沙
諸
伐
」

P
M

n
p
m
w
、
E
『
断
言
』
「
凱
沙
諸
伐
」

P
M

pm本
稿
で
依
拠

⑧
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」

⑧
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」

a－幻、

E
『
断
言
』
「
論
左
投
」

し
た
テ
キ
ス
ト
で
は
セ
ミ
コ
ロ
ン
が
コ
ン
マ
に
な
っ
て
い
る
。
補
注
を
除
い
た

完
訳
「
論
左
位
」
（
『
芸
術
与
生
活
』
所
収
、
『
賂
蛇
』
第
一
期
一
九
二
六
年
七
月
）
で

同
箇
所
を
セ
ミ
コ
ロ
ン
と
す
る
の
に
従
っ
た
。
執
筆
時
期
は
初
出
『
防
相
駐
』
に

一
九
二
四
年
と
の
み
記
す
。

＠
E
『
断
言
』
「
論
左
詮
」

p. 
150 

⑧
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」

p. 
s2 

＠
『
戯
劇
』
第
二
巻
第
三
期
ハ
一
九
二
二
年
、
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
東
洋
学
文
献
セ

γ
タ
l
所
蔵
M
F）

P
2
で
も
「
狼
褒
か
狼
褒
で
な
い
か
の
区
別
は
、
決
し
て
性

欲
だ
の
性
欲
で
な
い
の
と
い
う
問
題
で
な
く
、
厳
粛
か
厳
粛
で
な
い
か
に
あ
る
。

遊
戯
的
な
玩
賞
は
厳
粛
で
な
く
、
狼
褒
で
あ
る
。
」
と
す
る
。

＠
『
自
己
的
園
地
』
「
緑
州
」

p. 
114 
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『
雨
天
的
書
』
で
の
エ
リ
ス
の
受
容

二
三
年
の
夏
の
魯
迅
と
の
訣
別
と
前
後
し
て
『
自
己
的
園
地
』
を
刊
行
し
た
後
、

二
三
年
十
一
月
、
「
雨
天
的
脅
・
序
」
を
皮
切
り
に
『
雨
天
的
魯
』
所
収
の
散
文

を
書
き
始
め
る
。
ほ
ぼ
半
年
後
、
周
作
人
は
翌
年
二
月
か
ら
再
び
エ
り
ス
を
引
用

す
る
。
ま
ず
「
教
訓
之
無
用
」
で
は
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

或
る
社
会
の
或
る
時
代
・
場
所
で
の
道
徳
が
、
他
の
社
会
と
、
或
い
は
同
じ

社
会
と
で
す
ら
、
時
代
・
場
所
が
異
な
れ
ば
決
し
て
同
じ
で
な
い
と
は
い
え
、

そ
の
問
に
は
複
雑
な
条
件
が
あ
っ
て
、
差
異
を
生
ん
で
お
り
、
こ
と
さ
ら
そ
れ

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
も
無
駄
な
事
で
あ
る
。
も
し
人
に
「
道
徳
的
な

魯
」
を
密
い
た
と
言
わ
れ
て
も
、
特
に
喜
ぶ
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
「
不
道
徳
な

番
」
を
普
い
た
と
言
わ
れ
て
、
落
胆
す
る
こ
と
も
な
い
。

ハ
『
人
生
之
舞
踏
』

「
道
徳
之
芸
術
」
〉
＠

』
の
言
葉
に
次
い
で
、

エ
り
ス
が
付
し
た
同
容
の
注
記
か
ら
ス
ベ
ン
サ
l
の
言
葉

「
愛
の
宗
教
ハ
H
キ
り
ス
ト
教
・
・
小
川
〉
が
宣
教
さ
れ
て
二
千
年
に
も
な
ろ
う
と
す

る
の
に
、
憎
し
み
の
宗
教
が
い
ま
だ
に
勢
力
を
持
っ
て
い
る
」
＠
を
引
い
て
い
る
。

狼
裂
の
問
題
が
結
局
は
道
徳
的
な
判
断
に
属
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
二
三
年
の

「
狼
褒
論
」
で
の
「
狼
褒
の
形
式
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
、
」
と
い
う
エ
リ
ス

の
引
用
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
同
月
に
『
知
堂
回
想
録
』
で
の
エ
リ
九
の
引
用
が
「
議
理
斯
的
話
」
中
に

引
か
れ
、
前
掲
の
『
断
言
』
の
二
つ
の
文
章
の
聞
に
以
下
の
引
用
が
加
わ
る
。

ま
ず
ハ
禁
欲
と
耽
溺
の
：
小
川
〉
一
方
を
極
端
に
ま
で
お
し
す
す
め
て
後
に
も

一
四

O

う
一
方
に
転
じ
た
人
こ
そ
、
人
生
と
は
何
か
を
真
に
理
解
し
、
後
に
模
範
的
聖

人
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
重
の
理
想
を
終
始
尊
重
す
る
人
こ

そ
が
生
活
を
心
得
た
賢
人
で
あ
る
。
：
：
：
全
て
の
生
活
は
、
建
設
・
破
壊
、
取

り
入
れ
・
払
い
出
し
、
構
成
・
分
解
作
用
の
永
遠
の
循
環
だ
。
ハ
以
下
略
〉
＠

こ
れ
は
大
き
く
言
え
ば
道
徳
の
相
対
化
と
い
う
点
で
「
教
訓
之
無
用
」
と
の
接
点

も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
二
三
年
ま
で
の
引
用
内
容
と
直
接
の
関
連
は
見
出
し
に

く
い
。
だ
が
、
や
は
り
同
月
に
脅
か
れ
た
「
読
H

紡
輪
的
故
事
H

」
に
は
、

.x. 
!) 

久
の
こ
う
し
た
見
解
を
踏
ま
え
て
、
周
作
人
が
自
分
の
言
葉
に
置
き
換
え
て
説
明

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

本
来
、
生
活
の
芸
術
は
禁
欲
に
も
耽
溺
に
も
な
く
、
そ
の
二
者
が
支
え
あ
い
、

取
ら
ん
と
し
て
は
拒
み
、
拒
ま
ん
と
し
て
は
取
っ
て
、
旋
律
を
生
み
出
す
人
間

の
生
に
あ
り
、

一
直
線
に
進
む
の
を
貸
し
と
は
し
な
い
。
耽
溺
は
生
活
の
基
本

で
、
蔑
視
す
べ
き
で
は
な
く
、
或
る
種
の
節
制
を
必
要
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
が
禁
欲
主
義
の
用
途
で
、
そ
の
効
用
は
更
に
満
足
を
得
る
事
の
み
に
あ
り
、

目
的
を
離
れ
て
は
、
そ
れ
自
体
に
何
の
価
値
も
無
い
。
ハ
傍
線
：
小
川
）
＠

こ
こ
で
の
傍
線
部
が
エ
り
九
の
見
解
を
下
政
き
に
し
て
い
る
事
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

こ
の
言
葉
を
周
作
人
は
「
或
る
種
の
節
制
」
つ
ま
り
、
「
禁
欲
主
義
の
用
途
」
と

は
「
更
な
る
満
足
」
を
得
る
た
め
に
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
或
る
種

の
節
制
」
は
芸
術
の
た
め
に
必
要
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
或
る
一
定
の
節

制

l
l私
は
単
に
性
の
事
に
つ
い
て
言
う
の
で
は
な
く
、
様
々
な
人
間
の
活
動
を

含
め
て
を
言
う
の
だ
が

l
lは
欲
求
の
夢
想
や
イ
メ
ー
ジ
を
育
て
て
完
成
さ
れ
た

芸
術
と
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
」
ハ
前
掲
「
文
芸
与
道
徳
」
〉
つ
ま
り
、

」
ア
』



で
の
芸
術
に
要
請
さ
れ
た
「
或
る
種
の
節
制
」
を
生
活
に
と
り
こ
み
、
生
活
を
芸

術
化
す
る
｜
｜
「
生
活
之
芸
術
」
へ
の
転
化
が
周
作
人
の
エ
リ
丸
か
ら
得
た
論
理

と
考
え
ら
れ
る
。
「
蕗
理
斯
的
話
」
の
他
に
、
同
趣
旨
の
内
容
を
「
生
活
之
芸
術
」

と
い
う
題
目
の
下
に
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
事
か
ら
も
、
そ
の
意
図
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、

エ
り
久
の
原
文
を
再
び
比
較
す
る
と
、
こ
こ
で
周
作
人
が
「
耽

溺
は
生
活
の
基
本
」
と
す
る
の
は
エ
リ
九
の
「
二
重
の
理
想
を
終
始
尊
重
す
る
」

の
と
異
な
る
。
禁
欲
に
単
に
補
完
的
な
役
割
し
か
認
め
な
い
の
は
、
こ
れ
と
対
応

F
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す
る
。
こ
う
し
た
周
作
人
の
論
理
は
、
二
二
年
「
侭
往
何
処
去
」
に
見
ら
れ
る
額

廃
派
へ
の
共
感
の
中
で
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ベ
ト
ロ
ニ
ウ
九
の
生
活
と
著
作
ハ
現
存
す
る
『
噺
笑
録
』
の
一
部
〉
を
見
て

も
、
明
ら
か
に
彼
は
近
代
の
類
廃
派
の
祖
で
、
そ
れ
故
に
《
現
代
人
》
は
共
感

す
る
の
だ
。
実
際
、
当
時
ロ

l
マ
朝
廷
内
外
の
多
く
は
、
ネ
ロ
自
身
も
含
め
、

顔
廃
派
的
で
は
あ
る
が
、
極
端
に
走
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
基
督
教
徒
が
も
う
一

方
に
走
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
故
に
あ
の
衝
突
が
生
ま
れ
た
の
だ
。
あ
る

意
味
で
は
ど
ち
ら
も
幸
福
な
者
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
の
中
で
、
霊
肉
の
葛
藤
を

感
じ
、
美
へ
の
終
生
の
崇
拝
者
で
、
な
お
か
つ
基
督
教
の
神
秘
的
な
力
を
、
た

だ
一
人
感
じ
取
っ
た
ベ
ト
ロ
ユ
ウ
九
の
よ
う
な
人
物
こ
そ
最
も
共
感
で
き
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
も
《
現
代
人
》
が
彼
と
同
様
に
感
じ
る
状
況
だ
か
ら
だ
。

ハ
傍
線
・
’
小
川
・
《

》
は
原
語
の
ま
ま
〉
＠

傍
線
部
の
言
葉
は
「
務
理
斯
的
話
」
で
の
論
理
と
酷
似
し
、

エ
リ
九
の
言
葉
の
応

用
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
二
四
年
以
前
か
ら
、
周
作
人
が
明
確
な
形
で
表
現
せ

ぬ
ま
で
も
、
こ
う
し
た
論
理
を
既
に
受
容
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
「
類

周
作
人
と
H
－

z
pス

廃
派
」
と
い
う
言
葉
を
、
周
作
人
は
二
二
年
に
初
め
て
用
い
、
「
受
戒
者
の
文
学
」

（
前
掲
「
沈
論
」
）
と
い
う
言
葉
と
共
に
用
い
、
限
ら
れ
た
読
者
の
た
め
の
も
の
と

し
、
ポ
l
ド
レ
エ
ル
の
作
品
に
喰
え
た
。

つ
ま
り
、

こ
の
言
葉
の
含
意
と
し
て

は
「
沈
論
」
と
同
じ
く
道
徳
的
葛
藤
を
持
っ
て
い
る
訳
で
、
そ
の
蔦
藤
に
《
現
代

人
》
た
る
周
作
人
が
共
感
を
示
し
た
所
に
「
生
活
の
芸
術
」
へ
の
転
化
の
契
機
は

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
論
理
が
常
に

「
額
廃
派
」
へ
の
共
感
と
共
に
語
ら
れ
る
点
で
、
「
読
H
紡
輸
的
故
事
u
」
で
紹
介

さ
れ
る
作
家
モ
y
デ
ス
も
ま
た
「
王
爾
徳
的
童
話
」
＠
で
ワ
イ
ル
ド
と
共
に
「
類

廃
的
唯
美
派
」
と
規
定
さ
れ
、
児
童
の
為
の
童
話
と
文
学
的
な
童
話
の
二
つ
の
う

ち
、
後
者
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
後
者
は
「
類
廃
派
」
と
ほ
ぼ
重
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

一
方
、
そ
の
前
者
の
童
話
に
つ
い
て
は
、
教
訓
を
注
入
す
る
こ
と
に
反
対

し
、
「
科
学
小
説
」
〈
S
F小
説
の
謂
〉
で
エ
リ
ス
を
引
用
す
る
。

「
童
話
を
聞
け
な
い
子
供
は
自
分
で
童
話
を
作
り
出
す
ー
ー
な
ぜ
な
ら
、
子

供
の
精
神
的
成
長
に
お
い
て
こ
れ
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
、
ち
ょ
う
ど
身
体
の

成
長
に
糖
分
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

l
ー
だ
が
、
子
供
は
大
概
ひ
ど
い
物
を
作

る
の
だ
よ
医
学
雑
誌
の
実
例
に
よ
れ
ば
、

あ
る
婦
人
が
真
実
を
用
い
て
教
訓

を
た
れ
、
童
話
を
捨
て
よ
う
と
決
心
し
た
が
、
後
に
子
供
た
ち
が
却
っ
て
恐
ろ

し
い
物
語
を
沢
山
作
っ
た
の
で
、
結
局
は
や
は
り
、
『
巨
人
を
倒
し
た
ジ
ャ
ッ

ク
』
を
与
え
て
、
遊
ば
せ
た
と
の
こ
と
だ
。
〈
『
社
会
衛
生
的
事
業
』
〉
＠

こ
う
し
た
児
童
か
ら
童
話
を
取
り
上
げ
、
教
訓
だ
け
を
与
え
る
事
に
反
対
す
る
姿

勢
は
、
前
述
し
た
「
教
訓
之
無
用
」
の
ほ
か
、
二
三
年
の
時
点
で
す
で
に
見
ら
れ
、

「
関
子
児
童
的
番
」
で
は
政
治
的
な
偏
見
を
児
童
に
注
入
す
る
の
に
反
対
し
て
い

四



る
他
、
『
自
己
的
園
地
』
の
序
文
を
書
い
て
か
ら
の
半
年
間
に
児
童
の
為
の
話
劇

を
十
数
篇
翻
訳
し
て
、
単
行
本
『
土
之
磐
建
』
に
ま
と
め
、
そ
の
序
で
も
「
私
の

こ
の
何
篇
か
の
文
章
は
児
童
や
児
童
を
愛
す
る
父
兄
教
師
の
為
だ
け
に
書
い
た
も

の
で
、

n
徳
も
あ
り
、
文
も
よ
く
す
る
u
人
々
と
私
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
の
だ
。
」

＠
と
述
べ
、

エ
り
ス
の
論
理
と
同
様
に
教
訓
注
入
に
反
対
し
て
い
る
。

以
上
の
禁
欲
と
耽
溺
の
葛
藤
の
調
和
、
教
訓
の
否
定
に
見
ら
れ
る
道
徳
の
相
対

化
と
並
ん
で
、
「
務
理
斯
的
話
」
で
は
、
も
う
一
つ
『
知
堂
回
想
録
』
に
引
く
『
性

心
理
之
研
究
』
践
文
も
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
時
代
観
念
の
相
対
化
で
、
本
稿

の
官
頭
に
引
い
た
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
中
庸
」
の
完
成
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
見

解
に
つ
い
て
周
作
人
は
特
に
説
明
を
加
え
て
い
な
い
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
こ
こ
で
二
三
年
六
月
か
ら
十
月
の
エ
リ
ス
引
用
が
空
白
の
時
期
に
魯
か

れ
た
「
新
文
学
的
二
大
潮
流
」
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
論
文
は
当
時
発
表
さ
れ
ず
、
二
九
年
春
、
中
国
大
学
の
学
生
だ
っ
た
方
紀

生
の
も
と
め
に
よ
り
、
中
大
締
虹
社
『
締
虹
』
第
一
期
に
発
表
さ
れ
た
。
脱
稿
後

六
年
弱
の
問
、
こ
の
原
稿
が
盤
底
に
眠
っ
て
い
た
理
由
を
、
公
表
に
あ
た
っ
て
、

周
作
人
は
語
っ
て
い
な
い
＠
。
方
紀
生
も
、
新
文
学
の
趨
勢
が
簡
潔
明
瞭
に
論
じ

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
の
文
壇
の
混
乱
に
鑑
み
、
先
生
に
相
談
し
て
同
意
が

得
ら
れ
た
の
で
掲
載
す
る
と
付
記
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
対
外
的
に
弁

明
の
必
要
を
周
作
人
と
方
紀
生
と
も
に
認
め
て
お
ら
ず
、
脱
稿
六
年
後
も
、
な
お

変
わ
ら
ぬ
論
文
へ
の
自
信
を
周
作
人
は
持
っ
て
い
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
の
論

文
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

中
国
の
新
文
学
の
趨
勢
は
、
将
来
二
つ
の
大
き
な
流
れ
に
分
か
れ
る
で
あ
ろ

四

ぅ
。
今
の
言
葉
で
言
う
な
ら
、
即
ち
革
命
文
学
と
頒
廃
派
で
あ
る
。
こ
の
二
者

の
発
達
は
い
ず
れ
も
当
然
で
、
私
か
ら
見
れ
ば
、
後
者
が
或
い
は
、
よ
り
大
き

な
勢
力
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
＠
。

額
廃
派
へ
の
共
感
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
革
命
文
学
も
含
め
、
そ
の
源
は

中
国
の
現
状
へ
の
不
満
と
不
快
の
念
で
、
「
こ
の
源
か
ら
二
つ
の
苗
ハ
革
命
文
学
と

額
廃
派
：
小
川
〉
の
芽
が
出
る
の
だ
。
」
＠
と
指
摘
し
、

そ
の
現
実
に
目
を
そ
む

け
て
「
青
年
が
ど
ん
な
に
国
の
栄
光
を
謡
歌
し
よ
う
と
、
愛
国
を
叫
ぼ
う
と
、
最

後
ま
で
真
の
芸
術
家
の
心
眼
を
覆
い
隠
し
て
、
彼
ら
に
つ
い
て
功
を
歌
い
、
徳
を

頒
え
る
文
章
を
魯
か
せ
得
な
い
。
」
＠
と
す
る
。
さ
ら
に
、
預
廃
派
が
草
命
文
学

よ
り
も
発
展
す
る
理
由
を
こ
う
解
説
す
る
。

彼
ら
は
未
来
に
信
を
置
け
ず
、
現
在
に
も
不
満
で
、
む
ろ
ん
過
去
を
懐
か
し
む

の
で
も
な
い
が
、
未
来
に
比
べ
て
確
か
で
、
現
在
と
比
べ
不
確
か
で
あ
る
た
め
、

過
去
を
利
用
し
て
剥
那
に
し
て
永
却
の
情
景
を
創
造
し
、
遺
る
瀬
な
い
心
情
を

い
く
ら
か
慰
め
る
の
だ
。
表
面
上
は
額
廃
し
て
い
る
が
、
そ
の
精
神
は
む
し
ろ

極
め
て
現
世
的
足
、
或
い
は
革
命
文
学
以
上
に
よ
り
現
世
的
と
言
え
な
く
も
な

ぃ
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
革
命
文
学
は
頒
廃
派
と
根
本
は
も
と
も
と
同
じ
だ
が
、

革
命
文
学
は
よ
り
楽
観
的
、
感
情
的
な
の
だ
。
＠

つ
ま
り
、
預
廃
派
は
革
命
文
学
よ
り
も
、
現
実
を
よ
く
知
り
、
そ
れ
に
比
例
し
て

絶
望
し
て
い
る
が
故
に
過
去
へ
親
近
感
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。
傍
線
の
言
葉
は
、

こ
の
引
用
に
先
立
つ
「
こ
う
し
た
新
文
学
に
は
し
ば
し
ば
復
古
の
よ
う
な
現
象
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
復
古
で
は
な
い
。
本
来
、
復
古
も
あ
る
種
の
革
新
で
あ

っ
た
」
＠
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
時
代
を
相
対
化
す
る
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
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裏
付
け
る
。
循
環
史
観
の
考
え
が
エ
リ
ス
に
由
来
し
、
こ
の
時
期
に
定
着
し
た
事

は
、
『
語
紙
』
第
二
期
に
掲
哉
さ
れ
た
「
鶏
理
斯
感
想
録
抄
」

「
一
、
進
歩
」
か
ら

も
見
て
と
れ
る
⑬
。
そ
し
て
、
確
実
に
、
こ
の
見
解
は
後
の
『
中
国
新
文
学
的
源

流
』
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
で
最
も
高
い
評
価
を

与
え
ら
れ
る
の
は
明
代
の
公
安
派
・
寛
陵
派
だ
が
、
そ
の
寛
陵
派
の
張
宗
子
『
陶

庵
夢
憶
』
を
二
六
年
に
食
平
伯
が
校
訂
・
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
周
作
人
は
序
文

で
こ
う
述
べ
る
。
（
傍
線
：
小
川
〉

『
夢
憶
』
の
は
大
方
み
な
面
白
み
の
あ
る
も
の
だ
。
「
現
在
」
に
対
し
、
誰

し
も
き
っ
と
不
満
が
あ
り
、
そ
の
上
、
我
が
身
は
そ
の
情
況
の
中
で
い
つ
も
法

然
と
し
て
、
深
く
味
わ
う
ゆ
と
り
が
な
い
。
だ
か
ら
多
く
の
人
は
現
実
の
世
界

か
ら
逃
避
す
る
傾
向
が
あ
り
、
夢
想
あ
る
い
は
追
想
だ
け
が
甘
美
な
世
界
だ
と

感
じ
る
の
だ
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
語
る
の
は
願
望
の
満
た
さ
れ
ぬ
白
日
夢
を
見
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
老
人
が
若
い
頃
を
思
い
出
す
の
も
愉
快
で
あ
る
う
。
た
と

え
昨
晩
の
事
で
も
今
日
よ
り
は
面
白
い
。
こ
れ
は
別
に
保
守
と
か
い
う
の
で
な

く
、
本
当
｜
引
引

U
剖
過
剰
川
辺
η
剥
刈
州
制
刈
例
引
剖
割
削
叫
刻
刻
制
引
制

に
堪
え
、
幾
ら
か
筆
を
加
え
て
も
構
わ
な
い
か
ら
だ
。
＠

こ
こ
で
の
論
理
は
、

ほ
ぼ
「
新
文
学
的
二
大
潮
流
」
で
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
過
去
へ
の
愛
着
を
示
す
の
は
、
過
去
こ
そ
が
「
玩
賞
す
る
に
堪

え
」
、
「
筆
を
加
え
」
ら
れ
る
か
ら
で
、

つ
ま
り
は
「
夢
想
あ
る
い
は
追
想
」
の
対

象
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
先
に
も
触
れ
た
「
想
像
の
産
物
」
と

「
現
世
の
実
生
活
」
を
等
価
に
見
倣
す
「
鏡
花
縁
」
で
の
論
理
の
延
長
線
上
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
＠
。
エ
リ
兄
に
依
拠
し
て
、
「
想
像
の
産
物
」
を
改
変
可
能
な

周
作
人
と
H
－

z
p久

過
去
に
置
換
し
、
現
実
よ
り
も
重
ん
じ
た
所
に
こ
の
論
理
が
生
ま
れ
た
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
沈
論
」
「
鏡
花
縁
」
に
見
ら
れ
た
類
廃
派
へ
の
共
感
が
エ
リ
九
の

論
理
に
よ
り
、
秩
序
だ
て
ら
れ
て
い
っ
た
の
が
見
て
取
れ
よ
う
。

三
、
注
記

＠
『
雨
天
的
魯
』

E
『
人
生
之
舞
踏
』
「
道
徳
之
芸
術
」

p. 
246 

」

7

・、

円

uraHυ

守

a
－－－
A

＠
『
雨
天
的
書
』

p
m
途
中
の
省
略
箇
所
は

思
邸
、

E
『
断
言
』
「
論
聖
芳
済
」

周
作
人
に
よ
る
。

＠
『
雨
天
的
脅
』

p. 
173 

＠
『
自
己
的
園
地
』

乱
白
こ
の
《
現
代
人
》
は
、
。
o
s
Z
S
3
3『
予
言

o
p
z
の
い

ず
れ
と
も
解
せ
る
言
葉
な
の
で
原
語
の
ま
ま
と
し
た
が
、
以
下
に
見
ら
れ
る
革

命
・
額
廃
を
同
類
と
す
る
見
解
や
、
従
来
の
女
性
観
か
ら
し
て
後
者
の
方
が
適

切
と
思
わ
れ
る
。

⑧
「
王
爾
徳
的
童
話
」
〈
『
自
己
的
園
地
』
所
収
仏
印
）

で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
ワ
イ
ル
ド
は
モ
ン
デ
ス
と
同
じ
く
類
廃
的
唯
美
派
だ
が
、

モ
ン
デ
ス
は
そ
の

物
語
で
は
っ
き
り
と
快
楽
主
義
の
思
想
を
示
し
」
と
ワ
イ
ル
ド
と
の
共
通
点
、

相
違
点
を
指
摘
し
、
共
に
児
童
の
童
話
で
な
く
、
「
文
学
と
し
て
の
童
話
で
、

童
話
の
変
形
の
著
し
い
例
で
あ
る
。
」
と
も
述
べ
、
童
話
を
二
つ
に
分
類
し
て

い
る
。

⑧
『
雨
天
的
書
』
仏
側
、

E
『
社
会
衛
生
的
事
業
』

早
川
刷
、
医
学
雑
誌
の
実
例
も

同
容
注
記
に
拠
る
。

＠
『
知
堂
序
践
』
（
岳
箆
書
社
一
九
八
七
年
刊
〉

p. 
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③
周
作
人
は
本
文
の
最
後
で
前
半
は
脱
稿
の
四
箇
月
前
（
魯
迅
と
訣
別
芭
前
の
二
三

－
四
三



年
六
月
〉
に
書
き
上
げ
、
後
半
は
二
三
年
十
月
に
密
き
上
げ
た
と
記
す
。

＠
『
締
虹
』
第
一
期
ハ
ニ
九
年
四
月
十
日
、
東
大
東
文
研
東
洋
学
文
献
セ
シ
タ
l
所
蔵
M

L
吋

F
〉

n
p
u

ーが一，，，
q
瞥
虹
』
第
一
期

p. 
i2 

＠
『
締
虹
』
第
一
期

.... 
13£ 

＠
『
締
虹
』
第
一
期

p. 
13 

＠
『
永
田
集
』

p
m

p. 
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に
こ
う
述
べ
る
。
「
こ
の
生

E
『
感
想
録
』

Ha・

命
の
無
限
の
新
鮮
さ
は
永
遠
に
減
退
せ
ず
、
こ
の
古
い
も
の
の
新
奇
さ
は
永
遠

に
蘇
る
。
我
々
は
世
界
を
一
一
胞
よ
く
理
解
で
き
る
は
ず
だ
。
世
界
を
固
定
的
な

完
成
に
向
か
っ
て
進
歩
す
る
と
考
え
ず
、
逆
に
噴
水
の
連
続
し
た
水
の
ほ
と
ば

し
り
、
輝
く
火
の
柱
と
考
え
る
な
ら
ば
。
」
こ
の
噴
水
等
の
比
喰
は
ヘ
ラ
ク
レ

イ
ト
ス
の
言
葉
で
、
『
性
心
理
之
研
究
』
敏
文
で
も
エ
り
九
は
引
用
し
、
周
作

人
も
訳
出
し
て
い
る
。

＠
『
知
堂
序
駿
』

n
p
制

＠
「
鏡
花
縁
」
ハ
注
＠
参
照
〉
で
「
夢
想
は
永
遠
に
死
な
な
い
。
」
と
も
述
べ
る
。

結

び

二
四
年
の
末
、
周
作
人
は
『
語
総
』
の
実
質
的
主
編
と
し
て
、
発
刊
辞
と
共
に

「
生
活
之
芸
術
」
を
発
表
す
る
。
エ
リ
九
の
引
用
も
「
務
理
斯
的
話
」
と
一
致
し
、

ほ
ぽ
同
趣
旨
で
あ
る
。
た
だ
、
『
雨
天
的
書
』
編
訂
時
に
は
削
除
さ
れ
た
英
詩
が
、

初
出
誌
『
語
紙
』
に
は
文
末
に
原
文
の
ま
ま
引
か
れ
て
い
た
。
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こ
れ
は
本
稿
の
一
で
論
じ
た
「
愛
的
成
年
」
で
引
か
れ
た
ブ
レ
イ
ク
の
詩
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
再
引
用
の
窓
図
は
、

一
八
年
当
時
の
「
〉

Z
E
g
g
か
、
節
制
か
」
と

貞
操
を
欲
求
の
否
定
と
し
て
反
対
す
る
解
釈
で
は
な
く
、
「
耽
溺
を
基
本
」
と
し

つ
つ
「
更
な
る
満
足
」
を
得
る
、
禁
欲
と
耽
溺
の
理
想
的
調
和
と
す
る
解
釈
に
基

づ
く
引
用
で
あ
り
、
二
四
年
当
時
の
周
作
人
の
思
想
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
解
釈
は
、
五
四
時
期
の
名
残
と
の
訣
別
と
エ

p
九
の
論
理
の
定
着
を
、

図
ら
ず
も
『
語
総
』
創
刊
と
と
も
に
、
表
明
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

《
付
記
》
本
稿
の
図
表
で
対
象
と
し
た
一
九
三
O
年
ま
で
の
文
章
の
う
ち
、
『
周
作
人

年
譜
』
ハ
南
聞
大
学
出
版
社
一
九
八
五
年
刊
〉
中
に
記
哉
さ
れ
て
い
る
『
京
報
副
刊
』
等
の

雑
誌
掲
載
の
散
文
の
一
部
は
日
本
国
内
及
び
上
海
図
魯
館
で
も
目
路
し
え
な
か
っ
た
。


